福音の手紙　６回目の出会い
	神はこれを御霊によって私たちに啓示されたのです。御霊はすべてのことを探り、神の深みにまで及ばれるからです。ところで、私たちは、この世の霊を受けたのではなく、神の御霊を受けました。それは、恵みによって神から私たちに賜ったものを、私たちが知るためです。(コリント人への手紙 第一 2章10-14節)


救われた私はどう変わったのか
神様はその民を救うために、天と地におけるすべての計画を実行に移されました。神ご自身が人となり(ヨハ1:14)、血を流し、よみがえり、天に昇り、今も聖霊としてともにおられます。しかし、多くの人が救いについて誤解しています。
１.　救いについての誤解(救いではないこと)にはどういうものがあるのでしょうか。
　(1)「宗教を持つと救われる」と勘違いしています。(ヨハ 3:1-10)。宗教は人が作り出したもので、福音ではありま　　　せん。善を行おうという良い目的はありますが、救われていない者は善を行うことができません。実は、霊的に死　　　んでいる者の善は、善となり得ないのです。(海賊船に乗った人のすべての行動は海賊行為のために利用されます)
　(2)「洗礼を受けて、教会に通えば救われる」と思い込んでいます。しかし、その儀式自体には何の効果もなく、重荷　　を背負うだけです。(マタ12:43-45)　
　(3)「熱心であれば救われる」と誤解しています。パリサイ人の熱心さを知っていますか。供養する人の熱心をご存知　　でしょうか。そのような熱心の結果は空しさであり、失敗(失望)で終わります。
　(4)「信念(信心)があれば救われる」と思っています。しかし、その間違った信念は期待外れの結果をもたらし、決定　　的な瞬間になると自分で失敗を認めざるを得ません。
　(5)「お経や呪文を唱えて祈れば救われる」と信じています。しかし、それらはただ外的な、一時的な変化に過ぎず、　　内的な、本質的な変化ではありません。主イエスは苦しんでいる宗教人に向かって、解決策を宣言され、招いておら　　れます｡(マタ 11:28-30)

２.　それでは「救われた」とはどういう状態でしょうか。
(1)内的(霊的)変化が起ったということです。　　　　　
(2)その人のうちに、聖霊が内住し、導くようになります。
　(3)聖霊は「いのち」であり、水と御霊によって生まれなければ神の国には入れません。(ロマ8:2、ヨハ3:3-5)

(4)この真理の霊である聖霊はだれも追い出せないし、離れ去ることもありません。(ヨハ 14:16,17)
　(5)聖霊の内住を悟ると、
①聖霊が救いを成し遂げて、律法の要求が全うされます｡(ロマ 8:2,4,9)
②神様のみこころや祝福、恵みを知るようになります｡(Ⅰコリ 2:10-14)
③私たちが神の神殿であることが分かります｡(Ⅰコリ 3:16)
④聖霊が私たちの過ちを正してくださいます。(ガラ 5:16-18)
⑤弱い私たちを導いてくださいます｡(ヨハ 14:26,27)
⑥平安が与えられます｡(ヨハ 14:27)
⑦私たちの祈りを執りなしてくださいます｡(ロマ 8:26)
⑧すべてのことを益としてくださいます｡(ロマ 8:28)
３.　どうすれば救われますか。

(1)私がイエスの中にとどまることが、イエスのいのちが私の内にあることです。
(2)それは、水と御霊によって生まれる(上から生まれる)ということです。
(3)方法はただ一つしかありません。(ヨハ 3:14-16)
４.　いのち(聖霊)を持つ者に、四つの変化が起こります。
  (1)霊的な戸籍が変わります。   　　　 ヨハ 8:44→Ⅰヨハ 3:2(ヨハ 5:24)
　(2)身分が変わります。　　　　 　　　ロマ 6:17→ロマ 6:22
　(3)霊、肉、生活の状態が変わります。 エペ 2:1→エペ 2:5
　(4)導き手が変わります。　        　　 エペ 2:2→ガラ 5:18

５.　神様はいのちを持っている者をどのようにされるのでしょうか。
　(1)最後まで決して見捨てることなく、聖なる者と変えてくださいます(ヨハ 14:16、14:26、ガラ 5:16-18)
(2)だれもこのいのちを持っている者を滅ぼすことはできません。(ロマ 8:31-39)
